
 

2024 年 11 月 15 日 

 
日本における創業 50 周年を迎えて 

 
アフラック生命保険株式会社（代表取締役社長：古出 眞敏）は、本日、日本における創

業50周年を迎えました。 
 
 当社は、「がんに苦しむ人々を経済的苦難から救いたい」という想いのもと、1974年11
月15日、日本で初めてがん保険を提供する保険会社として創業しました。以来、その創業の

想いやThe Aflac Way、企業理念、ブランドプロミス「『生きる』を創る。」に表されるコ

アバリュー（基本的価値観）に基づき、社会と共有できる価値を創造するCSV（Creating 
Shared Value、共有価値の創造）経営を実践してきました。 
 
これまで長年にわたって、当社をご支持いただいたお客様や、当社をご支援いただいたア

ソシエイツ（当社販売代理店）・提携先等のビジネスパートナーをはじめとするすべてのス

テークホルダーの皆様に、あらためて、心から感謝を申しあげます。 
皆様のご支持とご支援により、当社は約1,400万人のお客様から、2,200万件を超えるご契

約をお預かりする保険会社となりました。そして50年間にお支払いした保険金・給付金等の

累計金額は、がん保険で9兆円、全保険商品で12兆円を超え、多くのお客様にお役立ていた

だいています。 
 
創業 50 周年を迎えた当社は、次の 10 年、さらにその先を見据え、コアバリューに基づく

アフラック流 CSV 経営のさらなる進化に向けて、新たな長期経営ビジョン「“『生きる』を創

る”ことで新たな共有価値を創造する」を掲げました。 
この新たな長期経営ビジョンのもと、これからもすべてのステークホルダーの皆様の負託・

信頼に応えながら、健全で持続的な成長と中長期的な企業価値の向上を実現していきます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

以上 
  



 

■コアバリュー（基本的価値観）について 

  

創業の想い 

当社は、「がんに苦しむ人々を経済的苦難から救いたい」という日米両

国の創業者の強い想いのもと、1974年に日本で初めてがん保険を提供す

る保険会社として創業しました。以来、この想いを受け継ぎ、日本の社

会に根差した保険会社として、50年にわたり多くのがん罹患者の方を支

援しています。 

The Aflac Way 

（アフラック・ウェイ） 

アフラックでは、お客様をはじめとするさまざまなステークホルダーに

対する約束を果たしていくという姿勢を「The Aflac Way」として掲

げ、社員一人ひとりが日々の業務のなかで常にそれを意識しながらこう

したステークホルダーと向き合っています。アフラックは、日米両国で

最高の価値の保険商品をお客様に提供しつつ、必要とされるときに必ず

お客様のそばでお役に立つとの約束を果たすことに、これからも全力で

取り組んでいきます。 

企業理念 

■ 新たな価値の創造 
多様性と独創性溢れる人間集団として、パイオニア精神をもって常に社

会的課題を先取りし、新たな価値の創造に努める。 
■ お客様第一 
お客様のニーズに合致した商品と最善のサービスを常に最良の価格で提

供し、お客様のことを親身になって考える業務運営を実践し続けること

で、お客様の信頼を高め、社会からの厚い信認を獲得する。 
■ 人間尊重 
社員、アソシエイツをはじめとするビジネスパートナーも含めたすべて

の人々を尊重し、事業と個人双方の継続的な成長を実現することでステ

ークホルダーの負託に応える。 
■ 高い倫理観 
企業活動および業務遂行にあたっては、日米両国の法令等の遵守（コン

プライアンス）はもとより、公平・正直・誠実など、道理正しく高い倫

理観をもって行動することで、企業としての社会的責任を果たす。 

ブランドプロミス 

「『生きる』を創る。」 

日本初のがん保険でスタートし、「生きるための保険」を切り拓いてき

たアフラック。 
がんをはじめとした病気やケガ、介護、そして老後にまつわる不安を少

しでも取り除き、自分らしく生きていただくためのお役に立ちたい。そ

んな想いが、私たちの中に脈々と流れ続けています。 
私たちは、「生きるための保険」のリーディングカンパニーであり続け

るとともに、保険を超えた顧客価値も合わせて提供することで、お客様

の「生きる」をトータルに支えていきます。 
お客様の多様な「生きる」を支えるために、時代の変化を先取りした商

品・サービスを創造するとともに、お客様のことを親身になって考える

心を大切にしていきます。 
お客様一人ひとりが創る、自分らしく充実した人生。アフラックの願い

です。 



 

■新たな長期経営ビジョンについて 
新たな長期経営ビジョンは、「VISION」に加え、ビジョン実現に向けた誓いである

「MISSION」と、役職員一人ひとりが心に抱く「PASSION」で構成しています。 

 
 
 
VISION 
 
「VISION」は、コアバリューに基づくアフラック流 CSV 経営のさらなる進化に向けて大

切だと考える 4 つのコンセプトに基づいています。 
 コアバリュー（基本的価値観）に基づくアフラック流 CSV（共有価値の創造）経営 
 「Aflac VISION2024」の「『生きる』を創るリーディングカンパニー」のコンセプトの継

承 
 ブランドプロミスである“「生きる」を創る。”の「生きる」の意味を広げる 
 さまざまなステークホルダーとの「共創」エコシステム戦略 
 
新たな長期経営ビジョン「“『生きる』を創る”ことで新たな共有価値を創造する」は、これ

ら 4 つのコンセプトを基盤とし、持続的な成長と中長期的な企業価値の向上に向けて進むべ

き方向性を示しています。 
 



 

 
 
MISSION 
 
「MISSION」は、「がんに苦しむ人々を経済的苦難から救いたい」という創業の想いを大

切にし、お客様一人ひとりに寄り添い続ける姿勢やコアバリューに基づくアフラック流 CSV
経営の実践など、「VISION」実現のために当社が果たすべき使命・役割に対する誓いです。

つまり、コアビジネスである「生きるための保険」はもとより、＜アフラックのよりそうがん

相談サポート＞が代表する、さまざまなステークホルダーとの共創によって、保険を超えた

顧客価値を提供し、誰もが安心して健やかに自分らしく生きる社会の実現に貢献していくこ

とを示しています。 
 
 
PASSION 
 
「PASSION」は、私たちのDNAである“パイオニア精神”と“新たな価値を創造する力”

を最大限発揮するとともに、社員一人ひとりが主体的に行動して、持てる能力を存分に発揮

する決意を宣言しています。 
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